
■ 不法投棄産業廃棄物の撤去実績について

【平成２４年１０月３１日までの撤去実績】 （撤去量の単位：トン）

区 分 一次撤去 本格撤去 合計

年 度 平成16～18年度 平成19～23年度 平成24年度 平成16～24年度

作業日数 521 1,088 140 1,749

台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量
撤去実績

9,004 97,203 68,175 794,655 8,640 103,490 85,819 995,348

■ 県境不法投棄現場原状回復対策推進協議会の開催について

１１月１０日（土）にユートリー（八戸市）において第４５回協議会を開催しました。

協議会では、①廃棄物の撤去実績、②地山（自然地盤の土壌）の確認・分析結果（第７回及び第８回）、

③試験植樹モニタリング調査結果について報告したほか、変更実施計画書（案）について協議しました。

変更実施計画書（案）については、６月３０日に開催された第４３回協議会において素案を示しており

ましたが、その後に実施した地山確認等の結果やこれまでの協議会委員からの意見、国の基本方針を踏ま

えて追加・修正を行った箇所について協議しました。

主な修正等は、①廃棄物及び汚染土壌の推計量が素案の１１７万１千トンから１１４万９千トンと

なったこと及びそれに伴い、事業費を見直したこと、②県境部における岩手県側からの汚染地下水流入

防止対策については、岩手県において鋼矢板による地下水流入防止対策を講じることとしたこと、③県境

不法投棄検証委員会の元委員から、特定支障除去等事業開始後の措置命令等の行政処分や不法投棄防止

対策の実施状況に対する意見聴取を行い、その内容を記載したこと、などになります。

委員からは、不法投棄現場内の汚染地下水を効率的に浄化するため、具体的な施工方法を早く議論して

いただきたいとの要望がありました。

今後は、この変更実施計画書（案）について田子町や県環境審議会等の意見を聴いたうえで決定し、

環境大臣に協議することとなります。

■ 県境不法投棄事案に係る実施計画の変更について、住民説明会を開催しました

県境不法投棄事案に係る変更実施計画書（案）について、

１１月１４日に田子町中央公民館において住民説明会を開催しま

した。

県から、廃棄物及び汚染土壌の推計量が１１４万９千トンとな

ったこと、廃棄物等の撤去後も現場内に残る汚染水については、

その浄化に８年間の期間を要すると見込み、その後１年間経過

観察して平成３４年度までに汚染拡散防止対策が終了すること、

岩手県側から青森県側への汚染地下水流入防止対策などを説明し

ました。

住民からは、汚染地下水流入防止対策として岩手県が施工する

こととしている鋼矢板の設置時期・期間や変更実施計画書（案）

とは別に環境再生計画の取り組みについて質問がありました。
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■ 地山の確認及び分析結果（第８回）について

１０月１０日に県境不法投棄現場南側エリアについて、第８回目の地山（自然地盤の土壌）確認を行いま

した。今回確認したエリアの面積は約５，７００ｍ２で、地山確認面積はこれまでの合計で約４２，５００ｍ２

となりました。当日は、地山表層を目視で確認した後、１箇所を重機で深さ

約１．５ｍ程度掘り起こして廃棄物が埋まっていないことを確認しました。

今回の地山確認エリアについて地山の汚染の有無を確認するため、９月

２４日から２７日にかけて表層土壌の試料を採取し、分析を行いました。分析

結果は、１０ｍ区画の５区画の表層で、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）のうち

ベンゼンが検出されましたが、重金属等についてはいずれの区画も土壌環境

基準値以下でした。ベン

ゼンが検出された５区画

は、鉛直方向の基準値超

過区間を確認するため、

１１月２日から深度方向

の試料を採取し分析を行

っています。なお、８月

２０日から３０日に第７

回分の深度方向の試料を

採取し、分析を行いまし

たが、全て環境基準以下

でした。

■ 汚染土壌の運搬・処理について

地山の汚染土壌について、八戸セメント県境再生共同企業体及びマテリアル共同企業体と運搬・処理業

務に関する委託契約を締結し、１１月７日から搬出を開始しています。

運搬車両の運行に当たっては、交通法規の遵守など、安全・安心を最優先に行いますので、引き続き

町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

■ 県境不法投棄現場県民見学会（下北地区コース）について

１０月２８日に県境不法投棄現場県民見学会（下北地区コース）を開催しました。見学会では、不法

投棄現場の全景を見ながら、県がこれまで行ってきた原状回復対策事業の概要や撤去の進捗状況などを

説明したほか、廃棄物選別ヤード、浸出水処理施設を見学しました。参加者は撤去完了の確認方法や今後

の処理費用の確保等について関心を持って見学していました。

■ 周辺環境モニタリング調査結果について

○ モニタリング調査（水質）結果（平成２４年度：第５回目）

８月１日に周辺河川・湧水等１１地点、周辺地下水６地点、遮水壁内地下水１３地点の水質について

調査したところ、遮水壁内地下水で１,４－ジオキサン（７箇所）、ベンゼン（２箇所）、ほう素

（２箇所）が「環境基準」を超えたものの、周辺河川・湧水等や周辺地下水では「環境基準」を

超える値は検出されませんでした。

○ モニタリング調査（水質）結果（平成２４年度：第６回目）

９月５日に周辺河川・湧水等２地点、周辺地下水４地点、遮水壁内地下水６地点の水質について

調査したところ、遮水壁内地下水で１,４－ジオキサン（３箇所）が「環境基準」を超えたものの、

周辺河川・湧水等や周辺地下水では「環境基準」を超える値は検出されませんでした。

【県境不法投棄事案に関するお問い合わせ、御意見等は、田子町現地事務所まで（TEL 20-7044）】
なお、県境再生対策室のホームページで、 現地事務所だよりのカラー版や各種お知らせ、資料などを
見ることができます（http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/kankyo/tayori.html）。
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